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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月15日(2011.6.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチタッチ入力ディスプレイ表面を含むコンピューターシステムにおいて、前記マル
チタッチ入力ディスプレイ表面において入力された入力ジェスチャーデータを、対応する
指定された入力パターンとして認識するように前記コンピューターシステムを訓練するた
めの方法であって、
　指定された入力パターンの少なくとも１つの例に関する入力ジェスチャーデータにアク
セスする動作であって、前記入力ジェスチャーデータは、或る期間にわたる前記マルチタ
ッチ入力ディスプレイ表面上の検出された接触を表し、前記入力ジェスチャーデータは、
前記指定された入力パターンの前記少なくとも１つの例、すなわち、
　　前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面上で接触が検出された前記期間に対応する時
間軸と第１の軸に対応する方向軸とを含み、前記期間にわたる前記第１の軸を基準とする
前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面上の検出された接触の位置を示す第１の計算され
たグラフを含む前記第１の方向動きデータと、
　　前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面上で接触が検出された前記期間に対応する時
間軸と第２の軸に対応する方向軸とを含み、前記期間にわたる第２の異なる軸を基準とす
る前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面上の検出された接触の位置を示す第２の計算さ
れたグラフを含む前記第２の方向動きデータと、
　を含む動作と、
　前記入力ジェスチャーデータを、前記第１の軸上または前記第２の軸から取り込まれた
サンプルにそれぞれが対応し、前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面上で接触が検出さ
れた前記期間からの時間値にそれぞれが対応し、方向軸値を含む現実の値、の入力ベクト
ルに符号化する動作と、
　前記入力ベクトルに含まれる前記現実の値が、前記指定された入力パターンの例を表す
という指示を保存する動作と、
　完全に接続されたニューラルネットワークにアクセスする動作であって、前記ニューラ
ルネットワークは、入力ノード、隠されたノード、および出力ノードを含み、前記入力ノ
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ードは前記隠されたノードに完全に接続され、前記隠されたノードは前記出力ノードに完
全に接続される動作と、
　前記指定された入力パターンを認識するよう前記ニューラルネットワークを訓練するよ
うに前記ニューラルネットワークに供給される訓練セットを作成する動作であって、前記
訓練セットは、前記入力ベクトルと、対応する出力ベクトルとを少なくとも含み、前記対
応する出力ベクトルは、前記指定された入力パターンに対応すべき前記ニューラルネット
ワークの前記所望される出力を示す動作と、
　逆伝播アルゴリズムを使用して、前記入力ベクトルを受け取ったことに応答して、前記
対応する出力ベクトルに近似する出力ノード値を生成するように前記ニューラルネットワ
ークを訓練することによって、前記指定された入力パターンを認識するように前記ニュー
ラルネットワーク（２３４Ｕ）を訓練する動作と、
を含む、方法。
【請求項２】
　指定された入力パターンの少なくとも１つの例に関する入力ジェスチャーデータに前記
アクセスする動作は、前記指定された入力パターンの複数の例に関する入力ジェスチャー
データにアクセスする動作を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　指定された入力パターンの少なくとも１つの例に関する入力ジェスチャーデータに前記
アクセスする動作は、複数の異なる指定された入力パターンの各パターンの１つの例に関
する入力ジェスチャーデータにアクセスする動作を含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　指定された入力パターンの少なくとも１つの例に関する入力ジェスチャーデータに前記
アクセスする動作は、複数の異なる指定された入力パターンの各パターンの複数の例に関
する入力ジェスチャーデータにアクセスする動作を含む請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　入力ジェスチャーデータに前記アクセスする動作は、マルチストロークの入力パターン
に関する入力ジェスチャーデータにアクセスする動作を含む請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記入力ジェスチャーデータを現実の値の入力ベクトルに符号化することに先立って、
前記入力ジェスチャーデータを作成する元となった入力ジェスチャーの回転を補償する動
作をさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記入力ジェスチャーデータは、第３の方向動きデータも含み、前記第３の方向動きデ
ータは、前記期間にわたる任意のさらなる第３の軸に沿った動きを表す請求項１に記載の
方法。
【請求項８】
　前記入力ジェスチャーデータを現実の値の入力ベクトルに前記符号化する動作は、前記
期間の始まりから前記期間の終わりまでの間の複数の指定された間隔で、前記第１の方向
動きデータ、および前記第２の方向動きデータの各データの複数のサンプルを取り込む動
作を含む請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　逆伝播アルゴリズムを使用して、前記指定された入力パターンを認識するように前記ニ
ューラルネットワークを訓練する動作は、
　前記ニューラルネットワークの対応する複数の入力ノードに前記複数のサンプルをサブ
ミットする動作であって、前記ニューラルネットワークは、前記入力ノードから複数の隠
されたノードに至る、割り当てられたランダムなリンク重みを有し、さらに前記ニューラ
ルネットワークは、前記複数の隠されたノードから複数の出力ノードに至る、割り当てら
れたランダムなリンク重みを有する動作と、
　前記入力ジェスチャーデータが、前記ニューラルネットワークに、少なくとも指定され
た閾値まで指定された出力ノードを活性化させることになることを前記ニューラルネット
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ワークに示す動作であって、前記指定された出力ノードは、前記複数の出力ノードの中か
ら、前記指定された記号に割り当てられる動作と、
　前記ニューラルネットワークが、前記ランダムなリンク重みに基づいて前記複数のサン
プルを処理して、前記複数の出力ノードの各ノードにおける値を活性化する動作と、
　前記指定された出力ノードにおける前記活性化された値が、少なくとも前記指定された
閾値ではないことを判定する動作と、
　前記指定された出力ノードにおける前記活性化された値と、前記指定された閾値との差
を示す誤差値を計算する動作と、
　前記複数の出力ノードから前記ニューラルネットワークの内部に前記誤差値を逆方向に
伝播させて、前記ニューラルネットワーク内のリンク重みを調整する動作であって、前記
調整されたリンク重みは、前記複数のサンプルを後に処理する際に、前記ニューラルネッ
トワークに、前記指定された出力ノードを前記指定された閾値により近づくように活性化
させる動作と、
を含む請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数の出力ノードから前記ニューラルネットワークの内部に前記誤差値を逆方向に
伝播させる動作の後、
　前記ニューラルネットワークの前記対応する複数の入力ノードに前記複数のサンプルを
再サブミットする動作と、
　前記ニューラルネットワークが、前記調整されたリンク重みに基づいて前記複数のサン
プルを処理して、前記複数の出力ノードの各ノードにおいて第２の値を活性化する動作と
、
をさらに含む請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　さらなる誤差値を計算し、前記複数の出力ノードから前記ニューラルネットワークの内
部に前記さらなる誤差値を逆方向に伝播させて、調整されたリンク重みが、少なくとも前
記指定された閾値である指定された出力ノード値をもたらすまで、前記ニューラルネット
ワーク内のリンク重みをさらに調整し続ける動作と、
　前記指定された出力ノード値が、少なくとも前記指定された閾値であることを検出する
と、前記ニューラルネットワークが、前記指定された記号を認識するように訓練されてい
ることを示す動作と、
をさらに含む請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記入力ベクトルに含まれる前記現実の値が、前記指定された入力パターンの例を表す
という指示を前記保存する動作は、前記入力ベクトルに含まれる前記現実の値が、ユーザ
ーによって定義された入力パターンの例を表すという指示を保存する動作を含む請求項１
に記載の方法。
【請求項１３】
　前記入力ベクトルに含まれる前記現実の値が、前記指定された入力パターンの例を表す
という指示を前記保存する動作は、前記入力ベクトルに含まれる前記現実の値が、アルフ
ァベットにおける複数の入力パターンの中からの或る入力パターンの例を表すという指示
を保存する動作を含む請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　マルチタッチ入力ディスプレイ表面を含むコンピューターシステムにおいて、前記マル
チタッチ入力ディスプレイ表面において入力された入力ジェスチャーデータを指定された
記号として認識するための方法であって、
　或る期間にわたる前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面上の検出された接触を表す入
力ジェスチャーデータにアクセスする動作であって、前記入力ジェスチャーデータは、
　　前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面上で接触が検出された前記期間に対応する時
間軸と第１の軸に対応する方向軸とを含み、前記期間にわたる前記第１の軸を基準とする
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前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面上の検出された接触の位置を示す第１の計算され
たグラフを含む前記第１の方向動きデータと、
　　前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面上で接触が検出された前記期間に対応する時
間軸と第２の軸に対応する方向軸とを含み、前記期間にわたる第２の異なる軸を基準とす
る前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面上の検出された接触の位置を示す第２の計算さ
れたグラフを含む前記第２の方向動きデータと、
　を少なくとも含む動作と、
　前記期間の始まりから前記期間の終わりまでの間の複数の指定された間隔で、前記第１
の方向動きデータおよび前記第２の方向動きデータの各データの複数のサンプルを取り込
む動作と、
　前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面上で接触が検出された前記期間からの時間値に
それぞれが対応し、方向軸値を含む現実の値をサブミットする動作を含む、ニューラルネ
ットワークの対応する複数の入力ノードに前記複数のサンプルをサブミットする動作であ
って、前記ニューラルネットワークは、前記入力ノードから複数の隠されたノードに至る
、前もって訓練されたリンク重みを有し、さらに前記ニューラルネットワークは、前記複
数の隠されたノードから複数の出力ノードに至る、前もって訓練されたリンク重みを有し
、各出力ノードは、指定された記号に割り当てられ、それによって、出力ノードが或る指
定された閾値に活性化されることが、前記ニューラルネットワークが入力ジェスチャーデ
ータを前記指定された記号として認識することを示すようになる動作と、
　前記ニューラルネットワークが、前記前もって訓練されたリンク重みに基づいて、前記
複数のサンプルを処理して、前記複数の出力ノードの各ノードにおける値を活性化する動
作と、
　前記指定された記号に割り当てられた前記指定された出力ノードにおける前記活性化さ
れた値が、少なくとも前記指定された閾値であると判定する動作と、
　前記指定された記号が、前記入力ジェスチャーデータから認識されていることを示す動
作と、
を含む方法。
【請求項１５】
　前記複数のサンプルをとることに先立って、前記入力ジェスチャーデータを作成する元
となった前記入力ジェスチャーの回転を補償する動作をさらに含む請求項１４に記載の方
法。
【請求項１６】
　ニューラルネットワークの対応する複数の入力ノードに前記複数のサンプルを前記サブ
ミットする動作は、指定されたアルファベットの文字を認識するように訓練されたニュー
ラルネットワークに前記複数のサンプルをサブミットする動作を含む請求項１４に記載の
方法。
【請求項１７】
　前記入力ジェスチャーデータは、第３の方向動きデータも含み、前記第３の方向動きデ
ータは、前記期間にわたる第３の軸に沿った動きを表す請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　入力ジェスチャーデータに前記アクセスする動作は、マルチストロークの入力ジェスチ
ャーに関する入力ジェスチャーデータにアクセスする動作を含む請求項１４に記載の方法
。
【請求項１９】
　前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面上に前記指定された記号を提示する動作をさら
に含む請求項１４に記載の方法。
【請求項２０】
　マルチタッチ入力ディスプレイ表面を含むコンピューターシステムにおいて使用される
ための、前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面において入力された入力ジェスチャーデ
ータを、対応する指定された入力パターンとして認識するように前記コンピューターシス
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テムを訓練するための方法を実施するためのコンピュータープログラム製品であって、
　プロセッサーにおいて実行されると、前記コンピューターシステム（２０１）に、
　指定された入力パターンの少なくとも１つの例に関する入力ジェスチャーデータにアク
セスする動作であって、前記入力ジェスチャーデータは、或る期間にわたる前記マルチタ
ッチ入力ディスプレイ表面上の検出された接触を表し、前記入力ジェスチャーデータは、
前記指定された入力パターンの前記少なくとも１つの例、すなわち、
　　前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面上で接触が検出された前記期間に対応する時
間軸と第１の軸に対応する方向軸とを含み、前記期間にわたる前記第１の軸を基準とする
前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面上の検出された接触の位置を示す第１の計算され
たグラフを含む前記第１の方向動きデータと、
　　前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面上で接触が検出された前記期間に対応する時
間軸と第２の軸に対応する方向軸とを含み、前記期間にわたる第２の異なる軸を基準とす
る前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面上の検出された接触の位置を示す第２の計算さ
れたグラフを含む前記第２の方向動きデータと、
　を含む動作と、
　前記入力ジェスチャーデータを、前記第１の軸上または前記第２の軸から取り込まれた
サンプルにそれぞれが対応し、前記マルチタッチ入力ディスプレイ表面上で接触が検出さ
れた前記期間からの時間値にそれぞれが対応し、方向軸値を含む現実の値、の入力ベクト
ルに符号化する動作と、
　前記入力ベクトルに含まれる前記現実の値が、前記指定された入力パターンの例を表す
という指示を保存する動作と、
　完全に接続されたニューラルネットワークにアクセスする動作であって、前記ニューラ
ルネットワークは、入力ノード、隠されたノード、および出力ノードを含み、前記入力ノ
ードは、前記隠されたノードに完全に接続され、さらに前記隠されたノードは、前記出力
ノードに完全に接続される動作と、
　前記指定された入力パターンを認識するよう前記ニューラルネットワークを訓練するよ
うに前記ニューラルネットワークに供給される訓練セットを作成する動作であって、前記
訓練セットは、前記入力ベクトルと、対応する出力ベクトルとを少なくとも含み、前記対
応する出力ベクトルは、前記指定された入力パターンに対応すべき前記ニューラルネット
ワークの前記所望される出力を示す動作と、
　逆伝播アルゴリズムを使用して、前記入力ベクトルを受け取ったことに応答して、前記
対応する出力ベクトルに近似する出力ノード値を生成するように前記ニューラルネットワ
ークを訓練することによって、前記指定された入力パターンを認識するように前記ニュー
ラルネットワークを訓練する動作と、
　を含む前記方法を実行させるコンピューター実行可能命令を格納している１つまたは複
数のコンピューター可読な物理的な記録媒体を含むコンピュータープログラム製品。
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